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古くて新しい水素キャリア“アンモニア"

背景説明

中央技術研究所
水素・新エネルキ.一研究所
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機...島件:FCVユーザーのメリット〈価格・制優位・}が.傷害れτ‘順聞に・恐が温んだ.合
C哨判例@ 却 10JXNI問、明日町師岡町川町商陶醐咽 本FCCJシナリオを当祉獲約

2010年6J1Tエネルギー基本計圃1酒量決定 愈

基本政策:Iネ}Irt~~保障の確保温暖似擦の強化効率自怖m
.20，30年自主エネルギー比率*を約70弘(現38弘)にする
か自給率[国産工宇ルキ」十原子力)-t-自主開発砲益からの責涌:11...

.2030年にゼ口・工ミッション電源*比率を約70~も(現34%) とする
浄原子力および再生可飽工字 I~~-陶釆の電力.原発新岨.;t1 45瓜よ{内.雪'.5r;t 21!翠S年軍百に新t園高時

'2030年に暮らし「家庭部門」のC02を現状から半減する

具体的取り組み概略:
.2020年までにー次エネルギ寸共給の 10%以上を再生可能エネルギ~*とする
か lCA"~の温室盟申県ガ1 削減効県お私以よ

-バイオ燃料は2020年|こ全国のガソリンの3%相当以上の導入
更|ご、次世代技術水の確立|ごより、2030年に最大限の導入を目指す
か草木の包ルロ-;J，l匹パイオ工 Ij.l-ル.I-M1iiパイオ脱却ヰt，J:ピ

- 水素工ネ)~+ "寸土会を見据え石油から安価・低C027'正水素製造;去を開発する
浄当面r;t化石隊軍事由来車素を后周.将来的にはccsのf井岡ゃ非化石工事品-¥'-ー由来水深を開発

-石炭火力の新増設等は、原則IGCC並みのC02排出量に抑制する

水素製造の主な経路
傘

バイオマス

太陽光 吋 函吟 水の光分解

1 原子力 一臨み 水の熱分解
， I 
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各種発電
(火力，原子力，水力，

風力，地熱，太陽電池)

電気分解
、 〆ーーーーーーー司ー

水棄を使用したエネルギー長距離礁濃の倒 水素キャリア物性
む ^~，一u 一し一向 λ 九 ω ‘ 故… 例…令一白日一 一一m

アンモニア メ(チケミルカシI~ハクイロトヘ.ラキイトサ.)ン (*水35M素Pa) 液体水素

水素貯蔵量mass略 17.6 6.2 (100) (100) 
水素密度，kgH2/m3 121 46.5 23.2・ 70.8 
沸点℃ -33.4 100.9 -253 

-ーー

液体密度，kg/I 0.68 0.769 0.0709 
200C蒸気圧，kPa 885.4 5.73(25OC) 
燃焼限界，vol弘 18・28 1.2・6.7 4.7・75 -
自発火温度，OC 651 258 571 -
最小着火エネJ~キ.一，mJ 8.0 0.3 0.018 -エネルギー輸送媒体
エネルキ.一密度，MJ/I 13.3 33 2.8・ 8.4 有織ハイドライド

アンモニア 低発熱量，MJ/kg 18.8 43.3 120 -C伺)"JnghIC2010JXN同閥、剖晶En町町""""買副明刈同世禍陶相官同+ l 液体水素 C哨帽叫 却 10JXNI同町四'Enw"旬開副田川向拠陶掴咽
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